
 日時　  場所　  対象　  定員　  内容　  講師　  費用　  持ち物　  申し込み　  その他　  問合先
※無料・申込不要の場合、費用・申し込みを記載していません 市ホームページの「ページ ID 検索」から記事の詳細が閲覧できる番号

※市外局番（0587）は省略

保存樹木等助成制度
1198

　要件を満たす樹木や樹林地を
「保存樹木等」に指定し、保護
します。指定を受けると標識を
取り付け、維持管理費用の一部
として助成金を支給します。
●保存樹
対�象要件　次のいずれかを満た
すこと
　・�高さ1.2mの位置で幹回り
が1.5m以上

　・�高さが15m（株立ちした
木は３m）以上

　・�枝葉がはい登る木は、枝葉
の面積が30㎡以上

助成金　１本1,500円（年額）
●保存樹林
対�象要件　群生している土地の
面積が500㎡以上（神社や
寺院の敷地など）

助成金　１集団5,000円（年額）
�保存樹木などの手入れは持ち
主の方が行う必要があります
都市整備課　 32-1372

10月11日～ 20日　秋の安全なまちづくり市民運動

総務課　 32-1159

　一人一人が防犯意識を高め、地域の人々が声を掛け合ってま
ちを見守り、犯罪のない安全で安心して暮らせるまちを目指し
ていきましょう。

●�特殊詐欺、SNS型投資・ロマンス詐欺が多発しています。実
際に会ったことがない人からお金や投資の話をされたら、警
察や家族に相談しましょう

●�日が短くなるため、人通りのある明るい道を選び、こども110
番の家など緊急時に駆け込める場所を確認しておきましょう

●�住宅などを狙った侵入盗が多発しています。現金・貴重品の
保管に注意し、警報装置やスマホ連動型の防犯カメラの設置、
防犯性の高い窓・ドアへの変更など対策を強固にしましょう

●�特定の車種に自動車盗が集中しています。純正セキュリティ
のアップグレードに加え、警報・GPS装置やスマホ連動型の
防犯カメラを設置するなど、複数の防犯対策をしましょう

　コミュニティバスの運行にお
ける利用者１人当たりの市負担
額は下表のとおりです。この負
担額の基準値を1,500円とし、
利用状況を参考に運行路線の見
直しを検討していきます。
　運行を継続していくために、
コミュニティバスを利用してく
ださい。

総務課　 32-1159　 1291

コミュニティバスを利用してください

●令和８年７月分

路線名 利用人数 バス運行経費における
１人当たりの市負担額

祖父江・稲沢線 ふれあいの郷系統 1,721人 645円

祖父江・稲沢線 地泉院系統 1,716人 655円

下津・大里線 1,457人 847円

千代田・平和線 1,139人 1,052円

2027年版木ごよみ
カレンダーを発行
　全ての日に、「誕生日の木」
のイラストと「木ことば」が書
かれたカレンダーです。
価格　1,300円
��申込用紙に記入の上、稲沢商
工会議所（ 81-5000）へ　
※用紙は商工観光課でも配布

令和９年度 放課後児童クラブ

子育て支援課　 32-1299

実�施日　月～土曜（祝休日、年末年始は除く）
実�施時間　下校後～午後７時15分（土曜や夏休み
などの学校休業日は午前７時30分から）
�市内在住で、保護者が就労などで昼間家庭にいな
い小学生

利�用区分　通年利用（年間利用）または短期利用（長
期休業期間のみ利用）
��11月24日㈫～12月４日㈮、午後１時30分～６
時30分に申込書類を利用希望先へ　※年度ごと
に申し込みが必要。児童館・児童センターのみ、
土曜の午前10時～午後４時30分も受け付け可

申�込書類　11月２日㈪から児童館・児童センター、
児童クラブ、子育て支援課で配布します。市ホー
ムページでもダウンロード可

●放課後児童クラブ申込説明会
　初めて放課後児童クラブを利用する家庭の
保護者を対象に申込説明会を行います。
　対象小学校区の説明会に出席してください。
�10月31日㈯、午前10時30分～11時30分

��●令和８年度冬休み放課後児童クラブ
　利用の申し込みを、11月20日㈮まで受け
付けています。

詳しくはこちら詳しくはこちら

保留地を販売します
　稲沢西土地区画整理事業区域
内の保留地を販売します。
�10月13日㈫から、直接、都
市整備課（ 32-1403）へ
（先着）
�詳しくは、申込先で配布する
案内書または 4041 で確
認してく
　ださい

中小企業事業主の方へ 退職金共済制度 904

　中小企業退職金共済制度（中退共制度）は、中小企業の事業主が従業員
の退職金を計画的に準備できる国の退職金制度です。
　また、稲沢商工会議所、祖父江町・平和町商工会でも、退職金を支
払う特定退職金共済制度（特退共制度）を設けています。補助内容は
中退共制度と同じで、どちらも掛け金の一部が助成されます。※中退
共制度については、中退共名古屋コーナー
（ 052-857-7588）へ問い合わせてく
ださい
商工観光課　 32-1395

財源確保のため有料広告を掲載しています。広告内容の問い合わせは、直接広告主へお願いします。

広
告
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